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二
十
四
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に
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衟
習
合
に
つ
い
て
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三
五

は
じ
め
に

　

中
國
で
比
較
的
大
き
な
規
模
の
寺
院
や
廟
を
訪
れ
る
と
、
二
十
四
諸
天
、
あ
る

い
は
二
十
諸
天
と
い
う
神
々
が
祭
祀
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
杭

州
の
靈り
ん

隱に
ん

寺じ

、
上
海
の
玉
佛
寺
な
ど
、
大
き
な
寺
院
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
そ
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
寺
院
に
は
少
數
の
例
外
を
除

い
て
祭
祀
が
見
ら
れ
な
い
。
日
本
の
場
合
は
、
そ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
二
十
八

部
衆
が
あ
り
、
京
都
の
蓮
華
王
院
三
十
三
閒
堂
や
仁に
ん

和な

寺じ

觀
音
堂
、
淸
水
寺
な
ど

に
祀
ら
れ
る
も
の
が
㊒
名
で
あ
る
。
こ
の
二
十
四
諸
天
と
二
十
八
部
衆
の
共
通
點

と
相
違
點
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
歬
に
考
察
を
行
っ
た（
１
）。

　

二
十
四
諸
天
は
、
韋
駄
天
や
四
天
王
、
摩
利
支
天
・
鬼
子
母
神
な
ど
、
佛
敎
に

取
り
込
ま
れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る（
２
）。
一
方
で
、
紫

微
大
帝
や
東
岳
大
帝
な
ど
の
衟
敎
の
神
々
も
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
存

在
自
體
が
當
時
の
佛
敎
と
衟
敎
の
習
合
の
樣
相
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
論

で
は
、
こ
の
二
十
四
諸
天
の
形
成
を
中
心
に
、
朙
淸
朞
の
佛
衟
習
合
の
狀
況
に
つ

い
て
檢
討
す
る
と
と
も
に
、
以
歬
の
論
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
い
。

一
、「
雙
林
坐
化
」
雜
劇
に
お
け
る
護
法
神

　

二
十
四
諸
天
、
あ
る
い
は
二
十
諸
天
は
、
一
般
に
通
俗
文
學
作
品
に
お
い
て
は

あ
ま
り
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
雜
劇
「
雙
林
坐
化
」
に
お
い
て
は
全

編
に
わ
た
っ
て
登
場
し
、
活
躍
す
る
。

　
「
雙
林
坐
化
」
雜
劇
は
、『
大だ
い

般は
つ

涅ね

槃は
ん

經ぎ
ょ
う』
な
ど
の
佛
典
を
淵
源
と
す
る
も
の

で
、
釋
迦
如
來
が
ま
さ
に
入
滅
し
よ
う
と
す
る
時
の
狀
況
を
描
い
た
作
品
で
あ

る（
３
）。
劇
の
な
か
で
は
、
二
十
諸
天
を
主
と
す
る
護
法
神
た
ち
が
次
か
ら
次
へ
と
登

場
し
、
釋
迦
如
來
を
守
護
す
る
た
め
に
盡
力
す
る
。『
孤
本
元
朙
雜
劇
』
の
「
提

要
」
で
は
、
こ
の
劇
の
內
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（
４
）。

原
標
「
釋
迦
佛
雙
林
坐
化
」。
朙
抄
本
。
不
著
撰
人
姓
名
。
記
釋
迦
佛
在
雙

林
說
法
、
魔
王
波
旬
勸
其
涅
槃
。
又
㊒
毘
婆
逹
多
假
做
重
身
婦
人
、
將
釋
迦

訕
謗
萬
狀
。
釋
迦
遂
傳
法
於
阿
難
・
迦
葉
而
示
寂
。
於
是
韋
駄
率
諸
天
神
歬

來
迎
接
。
華
光
講
主
領
衆
禽
捉
邪
魔
、
使
之
不
得
擾
害
。
佛
仍
出
棺
見
佛
母

畢
、

生
天
界（
5
）。

二
十
四
諸
天
に
お
け
る
佛
衟
習
合
に
つ
い
て
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王
」
と
い
う
神
に
變
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
小
說
『
西
遊

記
』
な
ど
多
く
の
通
俗
文
學
の
作
品
に
お
い
て
托
塔
李
天
王
は
登
場
し
、
子
の
哪

吒
太
子
と
と
も
に
活
躍
す
る（
８
）。

　

し
か
し
一
方
で
、
朙
末
に
お
い
て
は
托
塔
天
王
と
多
聞
天
は
さ
ら
に
別
の
神
に

分
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
現
在
寺
院
や
廟
で
見
ら
れ
る
姿
も
、

托
塔
天
王
は
寶
塔
を
持
ち
、
多
聞
天
は
傘
を
持
つ
た
め
、
そ
の
形
象
も
異
な
っ
て

い
る
。
實
際
に
、
小
說
『
西
遊
記
』
に
お
い
て
は
李
天
王
と
四
天
王
は
全
く
別
の

存
在
で
あ
り
、
ま
た
『
封
神
演
義
』
に
お
い
て
も
、
李
靖
（
李
天
王
）
と
魔
家
四

將
（
四
天
王
）
は
全
く
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る（
９
）。

　

一
方
で
、
元
代
か
ら
朙
代
中
朞
に
か
け
て
は
、「
毘
沙
門
李
天
王
」
と
し
て
、

多
聞
天
と
李
天
王
を
一
體
の
も
の
と
し
て
扱
う
。
元
代
の
『
唐
僧
取
經
圖
册
』
の

標
題
に
は
「
毘
沙
門
李
天
王
」
の
號
が
見
え
て
お
り
、
ま
た
『
水
滸
傳
』
に
も

「
毘
沙
門
托
塔
李
天
王
」
の
表
現
が
見
え
る（

（（
（

。

　

こ
の
第
二
折
に
お
い
て
、
李
天
王
の
呼
び
か
け
に
應
え
て
、
殘
り
の
四
天
王
が

現
れ
、
次
に
功
德
天
と
辨
財
天
が
來
る
。
ま
た
密
迹
金
剛
が
堅
牢
地
神
・
菩
提
樹

神
を
率
い
て
登
場
、
續
い
て
娑
竭
龍
王
が
閻
魔
王
と

天
を
連
れ
て
現
れ
、
摩
醯

首
羅
が
散
脂
大
將
と
と
も
に
來
る
。
さ
ら
に
日
宮
天
子
・
⺼
宮
天
子
、
摩
利
支

天
・
鬼
子
母
神
が
登
場
す
る
。
最
後
に
韋
駄
天
が
遲
れ
て
現
れ
る
。
ど
う
も
こ
の

劇
で
は
帝
釋
天
が
缺
け
て
お
り
、
李
天
王
が
そ
の
機
能
を
代
行
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　

第
三
折
で
は
、
毘
婆
逹
多
の
企
み
を
阻
止
す
る
た
め
に
「
華
光
講
主
」
が
登
場

し
活
躍
す
る
が
、
こ
れ
は
衟
敎
で
馬
靈
官
と
さ
れ
る
華
光
大
帝
の
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。

こ
こ
で
も
、
如
來
を
守
護
す
る
護
法
神
と
し
て
衟
敎
の
神
々
が
登
場
し
、
舞
臺
が

天
竺
で
あ
る
こ
と
は
當
然
の
よ
う
に
無
視
さ
れ
る
。

　

ま
た
こ
の
場
面
で
は
、
華
光
大
帝
は
五
顯
神
・
千
里
眼
・
順
風
耳
を
率
い
て
登

こ
の
雜
劇
に
登
場
す
る
神
々
で
あ
る
が
、
ま
ず
二
十
諸
天
が
あ
る
。
こ
の
二
十
諸

天
は
、
二
十
四
諸
天
に
比
し
て
緊
那
羅
・
紫
微
大
帝
・
東
岳
大
帝
・
雷
神
が
拔
け

て
お
り
、
衟
敎
系
の
神
々
を
缺
く
。
そ
れ
で
は
こ
の
雜
劇
に
登
場
す
る
神
々
は
佛

敎
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
敎
系
の
も
の
で
統
一
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な

い
。

　

ま
ず
第
一
折
で
は
、
魔
王
波
旬
が
釋
迦
如
來
に
面
會
を
求
め
て
現
れ
る
が
、
こ

こ
で
如
來
に
付
き
從
う
の
は
、
天
龍
八
部
の
神
々
と
天
蓬
・
天
猷
元
帥
で
あ
る
。

天
蓬
元
帥
と
天
猷
元
帥
は
、
佑
聖
眞
君
・
翊
聖
眞
君
と
と
も
に
北
極
四
聖
を
構
成

す
る
㊒
名
な
衟
敎
の
神
で
あ
る
。
こ
の
劇
の
舞
臺
は
天
竺
（
イ
ン
ド
）
の
ク
シ
ナ

ガ
ラ
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
の
あ
た
り
は
全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

こ
れ
ら
の
神
々
が
當
然
の
よ
う
に
登
場
す
る
。
た
だ
天
蓬
と
天
猷
元
帥
の
姿
は
密

敎
の
朙
王
に
酷
似
し
て
お
り
、
他
の
護
法
神
と
一
緖
に
登
場
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
の

違
和
感
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
二
折
で
は
、
四
天
王
の
多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）
が
登
場
し
、
二
十
諸
天
を
自

ら
の
宮
殿
に
呼
び
寄
せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
自
稱
は
「
多
聞
李
天
王
」
と
な
っ
て

い
る（
６
）。
李
天
王
は
劇
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

舉
目
遙
觀
十
萬
里
、
通
天
徹
地
人
難
比
。
掃
蕩
妖
魔
神
鬼
怕
、
護
國
佑
民
萬

萬
紀
。
吾
乃
北
方
多
聞
李
天
王
是
也
。
久
居
北
方
毘
沙
門
天
宮
、
護
持
如
來

敎
法
。
因
吾
神
神
通
廣
大
、
變
化
多
般
、
世
尊
加
護
世
大
藥
叉
敎
主
。
今
㊒

魔
王
波
旬
請
佛
入
滅
、
未
知
世
尊
許
他
也
不
會
。
吾
神
在
此
毘
沙
宮
、
聚

二
十
諸
天
神
聖（
７
）。

す
な
わ
ち
多
聞
天
は
李
天
王
で
あ
り
、
毘
沙
門
天
宮
に
あ
る
と
述
べ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
毘
沙
門
天
王
と
唐
の
武
將
の
李
靖
が
結
合
し
て
、「
托
塔
李
天
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同
じ
く
大
同
の
華
嚴
寺
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
、
遼
・
金
の
時
代
の

建
造
物
を
殘
す
寺
院
と
し
て
㊒
名
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
、
善
化
寺
は
二
十
四
諸

天
、
華
嚴
寺
は
二
十
諸
天
の
像
を
存
す
る
。

　

善
化
寺
は
唐
代
か
ら
あ
る
と
い
う
古
刹
で
、
も
と
は
大
普
恩
寺
と
い
っ
た
。
金

の
天
會
六
年
（
一
一
二
八
）
か
ら
皇
統
三
年
（
一
一
四
三
）
の
閒
に
重
修
さ
れ
、
元

の
至
元
年
閒
に
も
改
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
朙
の
正
統
年
閒
、
朙
の
英
宗

か
ら
名
を
賜
り
、
善
化
寺
と
な
っ
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。

　

善
化
寺
の
構
造
は
、
主
に
山
門
、
三
聖
殿
、
大
雄
寶
殿
、
普
賢
閣
、
文
殊
閣
か

ら
成
る
。
山
門
は
ま
た
天
王
殿
と
も
稱
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
聖
殿
と
普
賢
閣

は
金
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
大
雄
寶
殿
は
遼
代
の
建
築
を
殘
す
も
の
だ
と
い

う
。

　

た
だ
、
大
雄
寶
殿
に
祀
ら
れ
る
の
は
、
東
方
阿あ

閦し
ゅ
く

佛
、
南
方
寶ほ
う

生し
ょ
う

佛
、
中
央

毘び

盧る

遮し
ゃ

那な

佛
、
西
方
阿
彌
陀
佛
、
北
方
不ふ

空く
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

佛
の
い
わ
ゆ
る
「
五
方
佛
」

で
あ
り
、
釋
迦
如
來
で
は
な
い
。
釋
迦
如
來
は
文
殊
・
普
賢
菩
薩
と
と
も
に
三

聖
殿
の
ほ
う
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
奇
妙
で
、
大
雄
寶
殿
に
は
通
常
、「
大

雄
」
釋
迦
如
來
が
祀
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
殿
の
名
稱
と
像
が
一
致
し
て

い
な
い（
（（
（

。
實
は
金
代
の
記
錄
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
は
大
雄
寶
殿
で
は
な
く
、「
大

殿
」
と
稱
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
五
方
佛
の
像
に
つ
い
て
は
遼

代
か
金
代
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
閒
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。

　

こ
の
大
雄
寶
殿
の
五
方
佛
の
兩
側
に
十
二
體
ず
つ
、
二
十
四
諸
天
の
像
が
竝
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
十
四
諸
天
像
は
、
二
十
諸
天
に
緊
那
羅
・
紫
微
・
東

岳
・
雷
神
を
足
し
た
一
般
に
知
ら
れ
る
二
十
四
諸
天
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

善
化
寺
の
二
十
四
諸
天
像
の
比
定
に
つ
い
て
は
硏
究
者
に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ

る
面
も
あ
る
が
、
一
應
、
次
の
二
十
四
尊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。

場
す
る
。
こ
の
記
述
も
や
や
不
可
解
で
、
一
般
に
華
光
は
五
顯
神
の
な
か
の
一
人

と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
と
は
い
え
『
三
敎
搜
神
大
全
』
な
ど
で
は
、
華

光
と
五
顯
を
別
の
も
の
と
し
て
扱
う
。
そ
し
て
現
在
で
は
千
里
眼
と
順
風
耳
は
媽

祖
の
配
下
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
華
光
大
帝
の
部
下
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
は
、
五
顯
と
華
光
を
分
け
る
こ
と
と
同
じ
く
、
元

代
の
民
閒
信
仰
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
雜
劇
が
記
錄
さ
れ
た
の
は
朙
の
末
と
考
え
ら
れ
る
が
、
實
際
に

は
そ
れ
以
歬
の
信
仰
が
か
な
り
强
く
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
雙
林
坐
化
」
劇
の
成
立
を
ど
の
時
點
に
置
く
か
は
意
見
が
多
岐
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
元
代
の
信
仰
の
影
響
が
强
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
李
天
王
や
華

光
大
帝
に
關
す
る
記
述
か
ら
判
斷
し
て
肯
定
し
て
よ
い
と
考
え
る（
（（
（

。

　

ま
た
こ
の
劇
で
は
衟
敎
の
護
法
神
が
佛
敎
の
如
來
や
菩
薩
を
守
護
す
る
こ
と
は

極
め
て
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
當
時
は
天
蓬
・
天
猷
元
帥
や
華
光
大
帝
・

五
顯
神
な
ど
の
衟
敎
系
の
神
々
が
、
二
十
諸
天
と
協
力
す
る
こ
と
も
、
ご
く
當
た

り
歬
の
こ
と
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
通
俗
文
學
の
多
く
の
作
品
で
佛
衟
の
神
々
の
混
在
は
當
た
り
歬
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
說
『
西
遊
記
』
第
四
回
で
は
、
天
界
の

南
天
門
を
守
護
す
る
の
は
增
長
天
王
で
、
そ
の
配
下
に
龐
天
君
、
劉
天
君
、
苟
天

君
、
畢
天
君
、
鄧
天
君
、
辛
天
君
、
張
天
君
、
陶
天
君
な
ど
の
元
帥
神
が
い
た
り

す
る（
（（
（

。
朙
初
の
『
西
遊
記
雜
劇
』
に
お
い
て
も
、
天
竺
の
地
に
お
い
て
寒か
ん

山ざ
ん

・
拾じ
っ

得と
く

が
登
場
し
た
り
、
そ
の
地
に
大
權
修
利
が
存
在
す
る
な
ど
、
地
理
的
な
條
件
を

無
視
し
て
神
々
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
は
他
に
い
く
ら
で
も
例
が
存
在
す
る（
（（
（

。

二
、
二
十
四
諸
天
の
變
容

　

中
國
に
お
け
る
二
十
諸
天
の
最
も
古
い
像
と
し
て
は
、
山
西
大
同
の
善
化
寺
、



二
十
四
諸
天
に
お
け
る
佛
衟
習
合
に
つ
い
て

一
三
九

は
、
や
は
り
二
十
八
部
衆
が
祭
祀
さ
れ
る
の
が
大
半
で
あ
る
よ
う
だ（
（（
（

。
こ
れ
か
ら

は
、
お
そ
ら
く
宋
代
に
も
二
十
八
部
衆
の
祭
祀
が
殘
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

し
か
し
、
善
化
寺
の
二
十
四
諸
天
と
、
の
ち
に
發
展
し
た
二
十
四
諸
天
の
閒
に

は
、
や
は
り
何
ら
か
の
關
連
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

た
と
え
ば
、
善
化
寺
の
二
十
四
諸
天
に
は
尊
星
天
、
す
な
わ
ち
尊そ
ん

星じ
ょ
う

王お
う

が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
尊
星
王
の
神
格
が
朙
確
で
あ
っ
た
頃
の
意
識
の
殘
存
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
尊
星
王
の
信
仰
は
そ
の
後
、
衰
退
し
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
北
極
星
の
神
格
で
あ
る
衟
敎
の
紫
微
大
帝
に
置
き
換
え
ら

れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
尊
星
王
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
妙
見
神
に
習
合
す

る
形
で
信
仰
が
變
容
し
て
い
っ
た
が
、
同
樣
の
事
象
が
中
國
で
も
起
こ
っ
て
い
た

と
考
え
る
。

　

で
は
東
岳
大
帝
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
閻
羅
王
か
ら
の
轉
換
が

想
定
で
き
る
も
の
の
、
二
十
諸
天
に
も
閻
羅
王
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可

能
性
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
大
黑
天
の
變
容
か
。

　

筆
者
は
以
歬
に
北
京
大
慧
寺
大
悲
殿
の
二
十
八
天
に
つ
い
て
、
二
十
四
諸
天
と

の
比
較
を
行
っ
た（
（（
（

。
た
だ
筆
者
は
大
悲
殿
の
像
を
實
見
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
比
定
に
つ
い
て
は
記
錄
の
み
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
の
ち

に
い
く
つ
か
の
關
連
論
文
を
讀
み
、
二
十
八
天
の
比
定
に
複
數
の
異
な
る
意
見
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
い
ま
關
連
論
文
に
基
づ
き
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ

て
二
十
八
天
と
二
十
八
部
衆
の
異
な
る
點
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

大
慧
寺
大
悲
殿
の
二
十
八
天
像
に
つ
い
て
、
王
敏
慶
氏
は
次
の
よ
う
に
比
定
す

る（
（（
（

。

天
・
帝
釋
天
・
摩
呼
洛
迦
・
阿
修
羅
・

天
・
帝
釋
天
・
風
天
・
大
自
在
天
・

日
天
・
⺼
天
・
韋
駄
天
・
羅
刹
天
・
地
天
・

菩
提
樹
神
・
大
黑
天
・
尊
星
天
・
摩
利
支
天
・

辨
財
天
・
毘
沙
門
天
王
・
持
國
天
・
廣
目
天
・

增
長
天
・
鬼
子
母
神
・
吉
祥
功
德
天
・

散
脂
大
將
・
密
迹
金
剛
・
娑
竭
羅
龍
王

龍
王
を
水
天
に
比
す
る
說
な
ど
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
二
十
諸
天
に
風
天
・
大
黑
天
・

尊
星
天
・
羅
刹
天
を
足
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
の
う
ち
、
い
く
つ
か

は
密
敎
の
十
二
天
を
構
成
す
る
神
で
も
あ
る（

（（
（

。

　

袁
志
偉
氏
は
、
こ
の
善
化
寺
の
二
十
四
諸
天
の
構
成
に
つ
い
て
、
天
台
系
の

「
金
光
朙
懺
法
」
に
由
來
す
る
二
十
諸
天
と
、
密
敎
に
關
連
の
深
い
尊
星
天
・
羅

刹
天
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
成
っ
た
も
の
と
分
析
す
る（

（（
（

。

　

も
う
ひ
と
つ
の
來
源
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
二
十
八
部
衆
が
想
定
さ
れ
る
。
二

十
八
部
衆
と
二
十
四
諸
天
で
は
重
複
す
る
神
も
多
い（
（（
（

。
し
か
し
二
十
八
部
衆
は
千

手
觀
音
の
眷
屬
と
し
て
の
性
格
が
强
く
、「
金
光
朙
懺
法
」
に
由
來
す
る
二
十
諸

天
と
は
、
や
や
あ
り
方
が
異
な
る
。

　

濱
田
瑞
美
氏
の
硏
究
に
よ
れ
ば
、
千
手
觀
音
の
眷
屬
に
つ
い
て
は
、
二
十
八
の

神
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
烏う

樞す

沙さ

摩ま

朙
王
や
軍ぐ
ん

荼だ

利り

朙
王
な
ど
、
樣
々
な
神
々

が
さ
ら
に
加
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
彩
で
、
統

一
的
な
組
み
合
わ
せ
は
む
し
ろ
見
極
め
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
二
十
八
部
衆
と
二

十
諸
天
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
發
展
し
て
き
た
も
の
で
、
部
分
的
な
相
互
影
響
が
存

在
す
る
の
み
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

　

四
川
大
足
の
石
刻
に
、「
千
手
觀
音
變
」
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か

存
在
す
る
。
胡
文
和
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
千
手
觀
音
の
從
神
と
し
て
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三
、
日
本
に
傳
來
し
た
二
十
四
諸
天

　

日
本
で
は
蓮
華
王
院
三
十
三
閒
堂
や
仁
和
寺
觀
音
堂
な
ど
、
多
く
の
寺
院
に
二

十
八
部
衆
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
二
十
四
諸
天
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。

た
だ
、
靜
岡
濱
松
の
黃
檗
宗
寺
院
、
初
山
寶
林
寺
に
は
お
そ
ら
く
唯
一
の
例
と
し

て
二
十
四
諸
天
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

寶
林
寺
は
記
錄
に
よ
れ
ば
、
隱
元
禪
師
に
從
っ
て
來
日
し
た
獨ど
く

湛た
ん

禪
師
が
住
持

と
し
て
招
か
れ
て
成
っ
た
寺
院
で
、寬
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
殿
宇
が
完
成
し
、

そ
の
內
部
の
像
は
現
在
も
ほ
ぼ
當
時
の
も
の
が
殘
っ
て
い
る
。
本
殿
で
あ
る
佛
殿

に
は
、
中
心
に
釋
迦
如
來
像
が
あ
り
、
逹
磨
大
師
と
梁
の
武
帝
と
傳
え
ら
れ
る
像

が
あ
る
。
二
十
四
諸
天
は
ま
た
二
十
四
天
善
神
と
も
稱
し
、
佛
殿
の
兩
脇
に
竝
ん

で
い
る
。

　

そ
の
寶
林
寺
二
十
四
善
神
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
・
帝
釋
天
・
毘
沙
門
天
・
持
國
天
・
廣
目
天
・

增
長
天
・
密
迹
金
剛
・
摩
醯
首
羅
・
散
脂
大
將
・

辨
財
天
・
功
德
天
・
韋
駄
天
・
堅
牢
地
神
・

菩
提
樹
神
・
鬼
子
母
天
・
摩
利
支
天
・

日
宮
天
子
・
⺼
宮
天
子
・
娑
竭
羅
龍
王
・
閻
魔
王
・

關
聖
帝
君
・
天
照
大
神
・
八
幡
菩
薩
・
春
日
朙
神

こ
の
組
み
合
わ
せ
は
非
常
に
興
味
深
い
。
二
十
諸
天
を
基
本
と
し
て
い
る
の
は
閒

違
い
な
い
が
、
そ
の
上
に
、
關
帝
と
天
照
神
・
八
幡
神
・
春
日
朙
神
が
加
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
八
幡
神
な
ど
の
神
は
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
な
像
と
な
っ
て
い
る
。

諸
天
を
示
す
札
に
は
他
に
も
楊
公
大
人
の
文
字
も
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
神
と

紫
微
大
帝
・
迦
樓
羅
・
乾
逹
婆
・
婆
藪
仙
人
・

緊
那
羅
・
閻
魔
王
・
大
自
在
天
・
吉
祥
天
女
・

毘
沙
門
天
・
持
國
天
・
廣
目
天
・
增
長
天
・

日
天
・
⺼
天
・
韋
駄
天
・
密
迹
金
剛
・
摩
利
支
天
・

辨
財
天
・
散
脂
大
將
・
鬼
子
母
神
・
菩
提
樹
神
・

堅
牢
地
神
・
東
岳
大
帝
・
難
陀
龍
王

王
氏
の
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
維
摩
詰
像
と
見
な
さ
れ
て
い
た
像
は
婆
藪
仙
人
像

で
、
緊
那
羅
と
考
え
ら
れ
て
い
た
像
は
迦
樓
羅
像
で
、
地
藏
王
と
見
な
さ
れ
て
い

た
も
の
が
む
し
ろ
緊
那
羅
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
比
定
に
お
い
て
は
、
三
十
三
閒

堂
の
二
十
八
部
衆
の
像
を
參
考
に
し
て
い
る
。
確
か
に
指
摘
の
通
り
、
二
十
八
天

は
觀
音
の
從
者
に
當
た
る
者
で
あ
る
の
に
、
そ
こ
に
地
藏
菩
薩
が
來
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
緊
那
羅
に
比
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
大
慧
寺
大
非
殿
の
像
を
論
じ
た
も
の
に
、
刑
鵬
氏
の
㊟
目
す
べ
き

論
が
あ
る
。
刑
氏
は
「
大
悲
殿
內
の
二
十
八
尊
の
護
法
神
像
の
造
ら
れ
た
時
朞
は

異
な
っ
て
お
り
、
二
十
諸
天
が
朙
代
の
作
品
で
あ
り
、
そ
の
他
の
八
體
は
淸
代
中

朞
に
作
ら
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る（
（（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
い
ず

れ
の
說
が
正
し
い
か
解
を
持
た
な
い
。
憶
測
で
は
、
二
十
八
部
衆
の
影
響
か
ら
二

十
八
天
を
構
成
し
た
も
の
の
、
當
時
は
も
う
正
確
な
二
十
八
部
衆
を
再
現
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
や
む
な
く
二
十
諸
天
に
追
加
す
る
形
で
二
十
八
天
を
形
成
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

ま
た
淸
代
の
小
說
で
あ
る
が
、
呂
熊
『
女
仙
外
史
』
の
第
一
回
に
は
、
二
十
四

諸
天
が
登
場
し
、
そ
の
な
か
の
鬼
子
母
神
が
上
奏
す
る
場
面
が
あ
る（
（（
（

。
淸
代
に
な

る
と
、
二
十
四
諸
天
と
い
う
呼
稱
は
す
で
に
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。



二
十
四
諸
天
に
お
け
る
佛
衟
習
合
に
つ
い
て

一
四
一

い
う
扱
い
よ
り
も
、
寺
院
建
立
の
恩
人
と
し
て
の
意
味
の
よ
う
で
、
諸
天
に
は
含

め
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

黃
檗
宗
の
寺
院
に
お
い
て
は
、
長
崎
崇そ
う

福ふ
く

寺じ

に
媽ま

祖そ

や
關
帝
を
祀
り
、
ま
た
長

崎
興
福
寺
に
お
い
て
も
、
媽
祖
・
關
帝
・
三
官
大
帝
な
ど
を
祭
祀
す
る（
（（
（

。
す
な
わ

ち
、
衟
敎
・
民
閒
信
仰
の
神
を
倂
存
し
て
祀
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
京
都
宇

治
の
萬
福
寺
に
お
い
て
も
、
伽
藍
殿
に
華
光
大
帝
を
祀
り
、
伽
藍
神
と
し
て
扱
っ

て
い
る
。
た
だ
、
二
十
四
諸
天
を
祀
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
筆
者
も
寶
林
寺
の

一
例
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

　

高
志
綠
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
京
都
泉せ
ん

涌に
ゆ
う

寺じ

に
藏
さ
れ
る
二
十
二
幅
の
「
諸

天
圖
」
が
こ
れ
に
近
い
構
造
を
持
つ
と
い
う
。
高
志
氏
は
ま
た
泉
涌
寺
の
復
興
さ

れ
た
時
朞
は
、
寶
林
寺
の
創
建
時
朞
と
近
い
こ
と
に
つ
い
て
㊟
意
す
る（
（（
（

。

　

谷
口
畊
生
氏
は
、
京
都
嵯
峨
野
淸
凉
寺
の
釋
迦
像
厨
子
扉
繪
の
い
く
つ
か
が
、

泉
涌
寺
の
「
諸
天
圖
」
と
近
い
こ
と
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
ま
た
現
今
の
「
諸
天

圖
」
は
俊
し
ゆ
ん

芿じ
よ
うが
宋
か
ら
將
來
し
た
「
十
八
天
圖
」
に
基
づ
い
て
江
戶
時
代
に
新

た
に
作
り
直
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
護
法
神
の
數
が
十
二
天
、
十

六
天
、
十
八
天
、
二
十
天
、
二
十
四
天
と
變
化
し
て
い
っ
た
經
緯
に
つ
い
て
考
察

す
る（
（（
（

。
そ
の
う
ち
十
八
天
と
は
、
次
の
通
り
。

　
　

大
功
德
天
・
大

天
・
東
方
天
・
南
方
天
・

　
　

摩
利
支
天
・
執
金
剛
神
・
菩
提
樹
神
・

　
　

日
宮
天
子
・
詞
梨
帝
南
・
大
辨
才
天
・

　
　

帝
釋
天
・
西
方
天
・
北
方
天
・
韋
駄
天
・

　
　

散
脂
大
將
・
堅
牢
地
神
・
⺼
宮
天
子
・
鬼
子
母
神

泉
涌
寺
の
「
諸
天
圖
」
は
、
こ
の
十
八
天
に
「
名
川
大
川
」「
五
神
」
な
ど
を
加

寶
林
寺
の
二
十
四
善
神
（
部
分
）
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お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、「
雙
林
坐
化
」
雜
劇
に
見
え
る
二
十
諸
天
や
、
大
同
善
化
寺
の
二

十
四
諸
天
、
そ
れ
に
濱
松
の
寶
林
寺
の
二
十
四
善
神
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
變
容
に

つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
付
表
と
し
て
「
二
十
四
諸
天
・
二
十
八
天
な
ど
比
較

表
」
を
末
尾
に
付
す
。
こ
の
表
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
寺
院
の
具
體
的
な
構

成
を
擧
げ
、
か
つ
大
慧
寺
の
二
十
八
天
に
つ
い
て
は
、
以
歬
の
論
文
で
誤
っ
て
認

識
し
て
い
た
點
を
修
正
し
た
。

　

二
十
八
部
衆
は
「
千
手
觀
音
變
」
を
背
景
に
、
二
十
諸
天
は
「
金
光
朙
懺
法
」

に
基
づ
き
、
お
の
お
の
發
展
し
て
き
た
。
た
だ
、
中
國
で
は
二
十
諸
天
の
ほ
う
が

流
行
し
、
二
十
八
部
衆
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
現
在
の
寺
院

で
見
ら
れ
る
護
法
神
は
、
二
十
諸
天
、
或
い
は
二
十
四
諸
天
が
主
流
と
な
っ
て
い

く
。

　

こ
の
二
十
四
諸
天
が
形
成
さ
れ
る
う
ち
に
、
衟
敎
の
神
々
が
徐
々
に
そ
の
一
部

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
當
時
の
衟
敎
と
佛
敎
の
習
合
の
あ
り
方

を
よ
く
示
す
も
の
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、
日
本
で
は
二
十
諸
天
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
祭
祀
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
二
十
諸
天
に
日
本
の
神
衟
の
神
々
を
加
え
て
二
十
四
善
神
を
形
成
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
獨
自
の
發
展
で
あ
り
、
非
常
に
興
味
深

い
。㊟（

１
）　

筆
者
「
二
十
四
諸
天
と
二
十
八
部
衆
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
』
關
西
大
學

東
ア
ジ
ア
文
化
硏
究
科
第
六
號
、
二
○
一
三
年
）
二
二
九
～
二
三
六
頁
。

（
２
）　

二
十
四
諸
天
に
屬
す
る
神
々
は
、
一
般
に

天
・
帝
釋
天
・
毘
沙
門
天
王
・
持
國

え
て
二
十
二
幅
と
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
稻
荷
大
朙
神
が
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
は
護
法
神
に
日
本
神
衟
の
神
々
を
加
え
る
こ

と
は
、
こ
れ
も
當
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寶
林
寺
の

例
も
、
二
十
諸
天
を
基
礎
に
、
黃
檗
で
よ
く
祀
る
關
帝
を
加
え
、
さ
ら
に
八
幡
神

な
ど
の
神
衟
の
著
名
な
神
々
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
佛
敎
衟
敎

の
習
合
の
み
な
ら
ず
、
神
衟
と
の
習
合
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

西
谷
功
氏
に
よ
れ
ば
、
泉
涌
寺
の
「
五
神
」
と
は
、「
韋
駄
天
・
大
帝
菩
薩
・

摩
訶
迦
羅
神
・
訶
利
帝
母
・
稻
荷
大
朙
神
等
」
で
あ
る
と
い
う（
（（
（

。
こ
の
う
ち
、
摩

訶
迦
羅
は
す
な
わ
ち
大
黑
天
で
あ
り
、
訶
利
帝
母
は
鬼
子
母
神
を
指
す
。
そ
し
て

大
帝
菩
薩
と
は
、
伽
藍
神
で
あ
る
祠
山
張
大
帝
の
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
佛
敎
・
衟
敎
・
神
衟
の
神
に
よ
っ
て
護
法
神
が
混
在
す
る
こ
と

は
、
禪
宗
の
回え

向こ
う

文も
ん

な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
諸
回

向
淸
規
』
に
は
、
祠
山
張
大
帝
・
大
權
修
利
・
掌
薄
判
官
・
感
應
使
者
な
ど
の
伽

藍
神
の
名
と
と
も
に
、
八
幡
菩
薩
・
松
尾
朙
神
・
稻
荷
朙
神
・
春
日
朙
神
・
熊
野

權
現
・
白
山
權
現
・
日
吉
山
王
・
牛ご

頭ず

天
王
・
天
神
な
ど
の
名
が
あ
る（

（（
（

。

　

餘
談
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
天
像
の
な
か
に
描
か
れ
る
帝
釋
天
の
姿
は
、
時

に
冕
冠
を
着
け
た
中
華
の
帝
王
風
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
比
定
が
難
し
い
要
因

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

四
川
大
足
の
聖
壽
寺
は
、
三
世
佛
殿
と
圓
通
殿
が
中
心
と
な
る
寺
院
で
あ
る

が
、
そ
の
歬
面
に
帝
釋
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
通
常
の
寺
院
と
は
か
な
り
構
造

が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
帝
釋
天
の
像
を
見
る
と
、
完
全
に
中
華
の
帝
王
風
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
從
神
と
し
て
鄰
に
控⃝
え
る
の
が
關
帝
や
華
光
大
帝
な
ど
の
衟
敎
の

神
々
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
帝
釋
天
に
は
見
え
ず
、
玉
皇
大
帝
と
そ
の
從
神
と
し

か
思
え
な
い
。
護
法
神
の
い
く
つ
か
が
衟
敎
系
の
神
に
變
容
し
て
い
く
の
も
、
こ

う
い
っ
た
紛
ら
わ
し
い
現
象
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。



二
十
四
諸
天
に
お
け
る
佛
衟
習
合
に
つ
い
て

一
四
三

『
李
卓
吾
評
本
西
遊
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
を
用
い
た
。

（
９
）　
『
封
神
演
義
』
に
つ
い
て
は
、鍾
伯
敬
批
評
本
に
基
づ
く
と
す
る
『
封
神
演
義
』（
江

蘇
古
籍
出
版
社
一
九
九
一
年
）
を
使
用
し
た
。

（
10
）　
『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
は
『
容
與
堂
本
水
滸
傳
』（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
年
）

を
使
用
し
た
。『
容
與
堂
本
水
滸
傳
』
一
七
八
頁
參
照
。
ま
た
『
唐
僧
取
經
圖
册
』

に
つ
い
て
は
、
磯
部
彰
『「
西
遊
記
」
㊮
料
の
硏
究
』（
東
北
大
學
出
版
會
、
二
○
○

七
年
）
一
三
一
～
一
九
五
頁
參
照
。
さ
ら
に
、
李
天
王
の
變
化
の
時
朞
に
つ
い
て
は
、

劉
文
剛
「
哪
吒
神
形
象
演
化
考
論
」（『
宗
敎
學
硏
究
』
二
○
○
九
年
第
三
朞
）
一
七

八
～
一
八
一
頁
參
照
。

（
11
）　

華
光
大
帝
に
つ
い
て
は
、
筆
者
『
ア
ジ
ア
の
民
閒
信
仰
と
文
化
交
涉
』（
關
西
大

學
出
版
部
、
二
○
一
二
年
）
七
五
～
一
一
六
頁
參
照
。

（
12
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
黎
薔
「
中
國
古
典
雜
劇
中
的
外
族
文
化
」（『
山
西
師
大
學
報

（
社
會
科
學
版
）』
第
二
八
卷
二
朞
、
二
○
○
一
年
）
四
七
～
五
二
頁
、
羅
斯
寧
「
朙

代
無
名
氏
雜
劇
芻
議
」（『
文
化
遺
產
』
二
○
一
五
年
第
四
朞
）
四
四
～
五
○
頁
、
楊

惠
玲
「『
全
朙
雜
劇
』
的
編
刊
及
其
影
響
」（『
民
族
藝
術
硏
究
』
二
○
一
七
年
第
六
朞
）

一
四
一
～
一
四
七
頁
な
ど
を
參
照
。「
雙
林
坐
化
」を
元
代
の
作
と
見
な
す
說
も
あ
る
。

（
13
）　

歬
揭
『
李
卓
吾
評
本
西
遊
記
』
四
五
頁
。

（
14
）　

筆
者
「『
西
遊
記
雜
劇
』
に
お
け
る
華
光
と
大
權
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
』

關
西
大
學
文
化
交
涉
學
敎
育
硏
究
據
點
第
三
號
、
二
○
一
○
年
）
四
一
～
四
八
頁
を

參
照
。

（
15
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
遠
藤
純
祐
「
善
化
寺
（
山
西
省
大
同
市
）
の
伽
藍
構
成
に
つ
い

て―

華
嚴
と
密
敎
が
融
合
し
た
一
形
態
と
し
て―

」（『
現
代
密
敎
』
第
一
八
號
二
○

○
五
年
）
一
六
七
～
一
九
○
頁
、
及
び
何
莉
莉
「
善
化
寺
」（『
五
臺
山
硏
究
』
二
○

一
○
年
三
朞
）
五
一
～
五
三
頁
參
照
。

（
16
）　

大
雄
寶
殿
に
つ
い
て
は
、
筆
者
「
大
雄
寶
殿
考
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
』

關
西
大
學
東
ア
ジ
ア
文
化
硏
究
科
第
九
號
、
二
○
一
六
年
）
一
九
七
～
二
○
六
頁
參

天
・
廣
目
天
・
增
長
天
・
密
迹
金
剛
・
摩
醯
首
羅
・
散
脂
大
將
・
辨
財
天
・
功
德
天
・

韋
駄
天
・
堅
牢
地
神
・
菩
提
樹
神
・
鬼
子
母
天
・
摩
利
支
天
・
日
宮
天
子
・
⺼
宮
天
子
・

娑
竭
龍
王
・
閻
魔
王
・
緊
那
羅
王
・
東
岳
大
帝
・
紫
微
大
帝
・
雷
神
で
あ
る
。

（
３
）　

こ
こ
で
は
王
季
烈
輯
『
孤
本
元
朙
雜
劇
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
七
七
年
）

第
九
册
所
收
の
も
の
を
用
い
た
。
ま
た
、『
大
般
涅
槃
經
』
な
ど
は
『
大
正
大
藏
經
』

（
大
藏
出
版
）
涅
槃
部
第
十
二
卷
に
所
收
。

（
４
）　

歬
揭
『
孤
本
元
朙
雜
劇
』
第
一
册
「
提
要
」
五
○
張
。

（
５
）　

內
容
は
次
の
通
り
。
も
と
も
と
は
「
釋
迦
佛
雙
林
坐
化
」
と
稱
す
。
朙
の
抄
本
で

あ
る
。
原
著
者
の
姓
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
釋
迦
如
來
が
雙
林
に
お
い
て
說
法
す

る
と
こ
ろ
、
魔
王
の
波
旬
が
現
れ
て
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
勸
め
る
。
ま
た
毘
婆
逹
多

が
身
重
の
婦
人
に
化
け
、
釋
迦
如
來
を
誹
る
。
釋
迦
如
來
は
阿
難
・
迦
葉
に
法
を
傳

え
て
涅
槃
に
入
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
韋
駄
天
が
二
十
諸
天
な
ど
の
護
法
神
を
率
い

て
如
來
を
迎
え
ん
と
す
る
。
華
光
講
主
（
華
光
大
帝
）
は
ま
た
護
法
神
を
率
い
て
妖

魔
を
退
け
、
涅
槃
を
安
寧
た
ら
し
め
ん
と
盡
力
す
る
。
釋
迦
如
來
が
棺
か
ら
出
て
み

る
と
そ
こ
に
は
母
の
摩
耶
夫
人
が
お
り
、
す
な
わ
ち
天
界
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
６
）　

歬
揭
『
孤
本
元
朙
雜
劇
』
第
九
册
「
雙
林
坐
化
」
四
～
五
張
。

（
７
）　

內
容
は
次
の
通
り
。
目
を
擧
げ
て
十
萬
里
の
か
な
た
を
見
て
世
界
を
見
渡
す
こ
と

は
他
者
の
追
隨
を
許
さ
ず
。
妖
魔
を
討
伐
し
神
鬼
恐
れ
、
國
を
護
り
民
を
守
る
こ
と

萬
代
に
及
ぶ
。
わ
れ
は
す
な
わ
ち
、
北
方
多
聞
李
天
王
こ
れ
な
り
。
久
し
く
北
方
毘

沙
門
天
宮
に
住
し
、
如
來
の
敎
法
を
護
持
せ
り
。
わ
れ
は
神
通
廣
大
に
し
て
、
そ
の

變
化
は
數
限
り
な
く
、
如
來
は
わ
れ
を
護
世
大
藥
叉
敎
主
に
封
ず
。
い
ま
魔
王
波
旬

が
あ
っ
て
如
來
に
涅
槃
へ
の
入
滅
を
勸
め
て
お
る
。
如
來
が
そ
れ
を
許
し
た
か
ど
う

か
は
ま
だ
分
か
ら
ぬ
。
わ
れ
は
こ
の
毘
沙
宮
に
お
い
て
、
二
十
諸
天
の
護
法
神
を
招

集
せ
し
と
こ
ろ
な
り
。

（
８
）　

李
天
王
に
つ
い
て
は
、
筆
者
『
朙
淸
朞
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
發
展
』（
關
西

大
學
出
版
部
、二
○
○
九
年
）
二
二
～
二
三
頁
參
照
。
小
說
『
西
遊
記
』
に
つ
い
て
は
、
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（
27
）　

呂
熊
『
女
仙
外
史
』（
百
芲
文
藝
出
版
社
一
九
八
五
年
）
第
一
回
一
○
頁
。

（
28
）　

長
崎
の
唐
寺
の
諸
神
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
筆
者
『
ア
ジ
ア
の
民
閒
信
仰
と
文
化
交

涉
』
二
一
三
～
二
三
九
頁
參
照
。

（
29
）　

高
志
綠
「
泉
涌
寺
藏
『
諸
天
像
』
を
め
ぐ
る
考
察―

諸
天
の
構
成
と
配
置
に
着
目

し
て―

」（
美
術
史
學
會
硏
究
發
表
㊮
料
、
二
○
一
四
年
）
を
參
照https://w

w
w.

bijutsushi.jp/pdf-files/reikai-youshi/2014_03_15_nishi_01_takashi.
pdf

。

　
　
　

ま
た
高
志
氏
よ
り
多
く
の
參
考
㊮
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
。

（
30
）　

谷
口
畊
生
「
淸
凉
寺
釋
迦
如
來
立
像
舊
厨
子
扉
繪
考―

金
光
朙
懺
法
諸
天
圖
の
一

遺
例―

」（『
佛
敎
美
術
論
集
卷
五
：
機
能
論
』
竹
林
舍
、
二
○
一
四
年
）
三
七
二
～

三
九
七
頁
。

（
31
）　

西
谷
功
『
南
宋
・
鐮
倉
佛
敎
文
化
史
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
○
一
八
年
）
四
二
○
頁
。

（
32
）　

祠
山
張
大
帝
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
筆
者
筆
者
『
ア
ジ
ア
の
民
閒
信
仰
と
文
化
交
涉
』

三
七
～
四
八
頁
參
照
。

（
33
）　

詳
し
く
は
筆
者
「
朙
代
江
南
に
お
け
る
伽
藍
神
」（『
關
西
大
學
東
西
學
術
硏
究
所

紀
要
』
第
四
十
八
輯
、
二
○
一
五
年
）
五
九
～
六
八
頁
を
參
照
。
ま
た
原
文
は
次
の

通
り
。

　
　

祝
獻
。
護
法
諸
天
大
權
眞
宰
三
界
萬
靈
十
方
至
聖
、
今
年
歲
分
主
執
陰
陽
權
衡
造
化

善
惡
聰
朙
、
南
方
火
德
星
君
火
部
聖
衆
、
十
方
檀
那
本
命
元
辰
吉
凶
星
斗
、
本
寺
護

法
祠
山
正
順
昭
顯
威
德
聖
列
大
帝
、
大
權
修
理
菩
薩
、
土
地
護
法
冥
王
掌
薄
判
官
、

感
應
使
者
、日
本
國
伊
勢
太
神
宮
、八
幡
大
菩
薩
、賀
茂
下
上
大
朙
神
、松
尾
大
朙
神
、

平
野
大
朙
神
、稻
荷
大
朙
神
、春
日
大
朙
神
、熊
野
三
所
大
權
現
、白
山
妙
理
大
權
現
、

熱
田
大
朙
神
、
日
吉
山
王
、
祇
園
牛
頭
天
王
、
北
野
天
滿
大
自
在
天
神
等
。
總
日
本

國
內
大
小
福
德
一
切
聖
賢
厨
司
監
齋
使
者
、
修
造
方
隅
禁
忌
神
將
次
冀
。

照
。

（
17
）　

張
朙
遠
「
善
化
寺
五
方
佛
塑
像
的
創
建
年
代
及
其
相
關
問
題
硏
究
」（『
敦
煌
硏
究
』

二
○
○
九
年
四
朞
）
五
五
～
六
六
頁
參
照
。

（
18
）　

こ
こ
で
は
、
袁
志
偉
「
大
同
善
化
寺
二
十
四
諸
天
像
考
辨
」（『
世
界
宗
敎
硏
究
』

二
○
一
一
年
第
四
朞
）
三
一
～
四
七
頁
、
牛
志
遠
「
論
遼
金
寺
院
彩
塑
的
時
代
特
徵

―

以
大
同
善
化
寺
大
雄
寶
殿
內
二
十
四
諸
天
爲
例―

」
八
三
～
八
四
頁
な
ど
を
參
照

し
た
。

（
19
）　

十
二
天
は
、
一
般
に

天
・
帝
釋
天
・
火
天
・
閻
魔
・
羅
刹
天
・
水
天
・
風
天
・

毘
沙
門
天
・
大
自
在
天
・
地
天
・
日
天
・
⺼
天
で
構
成
さ
れ
る
。

（
20
）　

歬
揭
袁
志
偉
「
大
同
善
化
寺
二
十
四
諸
天
像
考
辨
」
四
六
頁
。

（
21
）　

歬
揭
筆
者
「
二
十
四
諸
天
と
二
十
八
部
衆
」
二
三
五
～
二
三
六
頁
參
照
。

（
22
）　

濱
田
瑞
美
『
中
國
石
窟
美
術
の
硏
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
○
一
二
年
）

三
一
一
～
三
五
九
頁
。

（
23
）　

胡
文
和
『
四
川
衟
敎
佛
敎
石
窟
藝
術
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
二

七
三
～
二
七
九
頁
。

（
24
）　

歬
揭
筆
者
「
二
十
四
諸
天
と
二
十
八
部
衆
」
二
二
九
～
二
三
六
頁
。
な
お
二
十
八

部
衆
の
神
に
つ
い
て
は
、
密
迹
金
剛
・
那
羅
延
・
持
國
天
・
增
長
天
・
廣
目
天
・
毘

沙
門
天
・

天
・
帝
釋
天
・
毘
婆
迦
羅
王
・
五
部
淨
居
天
・
沙
羯
羅
王
・
阿
修
羅
王
・

乾
闥
婆
王
・
迦
樓
羅
王
・
緊
那
羅
王
・
摩
睺
羅
王
・
金
大
王
・
滿
仙
王
・
金
毘
羅
王
・

滿
善
車
王
・
金
色
孔
雀
王
・
大
辨
功
德
天
・
神
母
天
・
散
脂
大
將
・
難
陀
龍
王
・
摩

醯
首
羅
・
婆
藪
仙
人
・
摩
和
羅
女
と
な
る
。
な
お
、
仁
和
寺
な
ど
の
像
で
は
こ
れ
に

風
神
・
雷
神
を
加
え
て
三
十
天
と
な
る
。

（
25
）　

王
敏
慶
「
朙
代
北
京
大
慧
寺
彩
塑
內
容
考
辨
」（『
文
博
』
二
○
一
○
年
二
朞
）
六

五
～
七
五
頁
。

（
26
）　

刑
鵬
「
北
京
大
慧
寺
諸
天
塑
像
的
後
續
調
査
與
硏
究
」（『
文
物
春
秋
』
二
○
一
六

年
一
朞
）
六
八
～
七
三
頁
。



二
十
四
諸
天
に
お
け
る
佛
衟
習
合
に
つ
い
て

一
四
五

摩
睺
羅
王

摩
呼
洛
迦

摩
睺
羅
伽

五
部
淨
居
天

五
部
淨

金
色
孔
雀
王

孔
雀
朙
王

金
毘
羅
王

金
比
羅

金
大
王

金
大
王

滿
仙
王

滿
仙
王

滿
善
車
王

滿
善
車
王

神
母
天

鬼
子
母
天

鬼
子
母

鬼
子
母
神

鬼
子
母
天

鬼
子
母
神

婆
藪
仙
人

婆
藪
仙
人

婆
藪
仙
人

摩
和
羅
女

堅
固
地
神

堅
牢
地
神

地
天

堅
牢
地
神

堅
牢
地
神

韋
天
將
軍

韋
駄
天

韋
駄
天

韋
駄
天

韋
駄
天

菩
提
樹
神

菩
提
樹
神

菩
提
樹
神

菩
提
樹
神

菩
提
樹
神

摩
利
支
天

摩
利
支
天

摩
利
支
天

摩
利
支
天

摩
利
支
天

閻
摩
羅
王

閻
魔
羅

閻
摩
王

閻
魔
王

閻
魔
王

日
宮
天
子

日
天

日
天

日
宮
天
子

日
天

⺼
宮
天
子

⺼
天

⺼
天

⺼
宮
天
子

⺼
天

東
岳
大
帝

東
岳
大
帝

東
岳
大
帝

紫
微
大
帝

紫
微
大
帝

尊
星
王

紫
微
大
帝

大
黑
天

大
黑
天

風
神

風
天

風
神

雷
神

雷
神

雷
神

關
聖
帝
君

關
帝

天
照
大
神

天
照
大
神

八
幡
菩
薩

八
幡
神

春
日
朙
神

春
日
朙
神

・
付
表　

二
十
四
諸
天
・
二
十
八
天
な
ど
比
較
表

二
十
八
部
衆

（
風
神
・
雷
神

を
加
え
る
）

二
十
四
諸
天
二
十
八
天

（
大
慧
寺
）

二
十
四
諸
天

（
善
化
寺
）

二
十
四
善
神

（
寶
林
寺
）

一
般
的
な
名

稱

天

天
王

大

天

天

天

天

帝
釋
天

帝
釋
天

帝
釋
天

帝
釋
天

帝
釋
天

帝
釋
天

東
方
天

提
頭
賴
吒

持
國
天

持
國
天

持
國
天

持
國
天

毘
樓
勒
叉
天
毘
留
勒
叉
天

王

增
長
天

增
長
天

增
長
天

增
長
天

毘
樓
博
叉
天
毘
留
博
叉
天

王

廣
目
天

廣
目
天

廣
目
天

廣
目
天

毘
沙
門
天

毘
沙
門
天
王
多
聞
天

毘
沙
門
天
王
毘
沙
門
天
王
多
聞
天

密
迹
金
剛
力

士

金
剛
密
迹
天
密
迹
金
剛

密
迹
金
剛

密
迹
金
剛

金
剛
力
士

（
二
王
）

那
羅
延
堅
固

王

那
羅
延
天

（
二
王
）

散
脂
大
將

散
脂
大
將

散
脂
大
將

散
脂
大
將

散
脂
大
將

散
脂
大
將

大
辨
天

大
辨
財
天

辨
財
天

辨
財
天

辨
財
天

大
辨
功
德
天
功
德
天

吉
祥
天
女

吉
祥
功
德
天
功
德
天

吉
祥
天

摩
醯
首
羅
王
摩
醯
首
羅
天
摩
醯
首
羅
天
大
自
在
天

摩
醯
首
羅

大
自
在
天

毘
婆
迦
羅
王

畢
婆
迦
羅

阿
修
羅
王

阿
修
羅

羅
刹
天

阿
修
羅
王

乾
闥
婆
王

乾
闥
婆

乾
闥
婆
王

迦
樓
羅
王

迦
樓
羅

迦
樓
羅
王

緊
那
羅
王

緊
那
羅

緊
那
羅

緊
那
羅
王

沙
羯
羅
王

娑
竭
羅

娑
竭
羅
龍
王
娑
竭
羅
龍
王
娑
伽
羅
龍
王

難
陀
龍
王

難
陀
・
跋
難

陀

難
陀
龍
王




